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H28.3雑工 掘削工 コンクリート工・基礎処理工 試験湛水

（進 率：H26.12月末時点）49％
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ダム本体コンクリートの打設を継続します。
コンクリートの打設と養生を繰り返しながら，コンクリートを積み上げていきます。

ダム湖の水が下流へ浸透するのを防止するために，地中の岩盤にセメントミルクを
注入する基礎処理工を継続します。

気温が低くなると，コンクリートが固まる

のが遅くなったり，凍結したりして耐久性が
低下します。

そのため，打設後のコンクリート上に温水
を溜めて養生するなどの対策を行っていま
す。

寒波到来（平成26年12月18日撮影）

今後のダム本体工事について

低温時のコンクリート品質管理について

ホースから温水が出ています

平成27年1月14日撮影



ダム本体コンクリート打設　進 状況

堤体上流面図

堤頂長 118,500

（ダムを上流から見た図）

堤体断面図
（ダムの中央部を右岸から見た図）

右岸左岸

最低水位　標高318.600

ダム堤頂高　標高343.0m

平常時最高水位　標高328.9m

洪水時最高水位　標高339.2m
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堤内仮排水路（現在，ここを川の水が流れています）

計　画　量 42,800m

打　設　量 10,420m

体積 進 率

24.3%

下流上流

基礎地盤高　標高301.0m

標高312.25m

基礎地盤高　標高301.0m

打設済み範囲

凡例

コンクリート打設量の推移 打設量と進 率

平成27年1月13日

打設分まで

（備考）　コンクリート打設の進 率です。工事全体の進 率ではありません。
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